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厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業） 

分担研究報告書 

 

希少難治性てんかんのレジストリ構築による総合的研究 

 

研究分担者 渡辺 英寿 自治医科大学 教授 

 

研究要旨 

 難治性てんかんの自験例につき症例を逐次登録する事業に参加する。倫理委員会の承認を得る

のに時間を費やしたため、登録事業はようやく準備ができた段階であり、今後の登録を期待して

いる。 

 

Ａ．研究目的 

 難治性てんかんの自験例につき症例を逐次

登録する事業に参加する。 

 

Ｂ．研究方法 

 最初のステップとして本学内の倫理審査委

員会から臨床研究としての承認を得る。対象疾

患は過去3年から本研究を開始後の難治性の側

頭葉てんかんで海馬摘出術を施行した症例と

する。 

（倫理面への配慮） 

症例登録のために倫理委員会の審査を得た後、

患者からの書面での承諾を得てから登録を行

う。 

 

Ｃ．研究結果 

 本年は倫理委員会の承認を得るために多く

の時間を費やし、去る2月に承認を得たところ

である。過去の症例に関しては、順次外来で承

諾を得つつ登録を開始している。 

 

Ｄ．考察 

 全国的な症例登録に関しては外科系の全例

登録研究が先行している。平成23年より、日本

外科学会、日本消化器外科学会などの各種臨床

学会が中心となって、『一般社団法人National 

Clinical Database』（以下、NCD）を設立し、

全国の手術症例を登録するもので平成２３年

に発足している。目的は、医療の現状を把握す

ることによって、医療の質の改善に向けた検討

を行うことでてんかんにおける本研究と目的

を同一としている。私の所属する脳神経外科学

会でも平成２６年から登録に参加している。 

 さててんかんの本研究に関しては、過去3年

で当施設では10例の側頭葉てんかんの切除手

術を行っている。今後は例年とペースであれば

年間に3-4例の症例が登録可能と考えている。 

 

Ｅ．結論 

 登録事業はようやく準備ができた段階であ

り、今後の登録を期待している。 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

 1. 特許取得 なし 

 2. 実用新案登録 なし 

 

 

 


